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注1）�「出勤時刻」は、「出勤時刻（学校に着く時刻）は、だいたい午前何時ごろですか」への回答を、「６時以前」を５時30分、「８時半以降」を８時30分のように置き換えて、無回答・
不明を除いて平均を算出した。07年調査の「出勤時刻」は、「学校には、始業時刻の何分前に着きますか」への回答を、「始業５分前」を５分前、「それ以上前」を75分前のよ
うに置き換えて、無回答・不明を除いて平均を出し 、８時15分を始業時刻と仮定して算出した（『教員勤務実態調査（小・中学校）報告書』2007参照）。

注2）�「退勤時刻」は「５時以前」を４時30分、「10時以降」を10時のように、「睡眠時間」は「４時間以内」を４時間、「９時間以上」を９時間のように置き換えて、無回答・不明を除
いて平均を算出した。「学校にいる時間」は、出勤時刻の平均から退勤時刻の平均までの時間を計算したもの。

87.798年

02年

07年

10年

16年

小
学
校

中
学
校

高
校（
公
立
）

睡眠時間

5時間53分 

5時間51分

5時間47分 

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
（時）

出勤時刻 退勤時刻

87.797年

02年

07年

10年

16年

睡眠時間

6時間26分

5時間57分

5時間54分

5時間48分

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
（時）

出勤時刻 退勤時刻

87.710年

16年

睡眠時間

6時間06分

5時間55分

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
（時）

出勤時刻 退勤時刻

未調査

未調査

7:41

18:10

18:29

18:53

19:05

19:21

7:36

7:27

学校にいる時間

11時間12分

11時間29分

11時間54分

17分増

25分増

7:47

未調査

7:37

18:45

19:10

19:25

19:33

19:53

7:30

7:23

学校にいる時間

11時間48分

10時間58分

12時間03分

12時間30分

15分増

50分増

27分増

7:43

7:39

18:59

19:12

学校にいる時間

11時間33分

11時間16分

15分増

17分増

図7−1 　�出勤時刻・退勤時刻・学校にいる時間・睡眠時間（平均時間、経年比較） �
小学校  中学校  高　校  教員

7-1　教員の勤務時間
勤務時間は長時間化している。 
学校にいる時間は小・中・高校教員のいずれも11時間30分以上。
　小学校教員の学校にいる時間は11時間54分で10年よりも25分増加、中学校教員は12時間30分で27分の増加、
高校教員は11時間33分で17分の増加となっている。小・中・高校教員のいずれも、勤務時間は増加傾向にある。また、
年齢層別にみると、若手教員のほうがベテラン教員に比べ、学校にいる時間は1時間以上長い。さらに、同じ年齢区分
で経年で比較すると、どの年齢層でも出勤時刻は早まり、退勤時刻は遅くなっていることから、若年齢化だけが影響で
なく、多忙化は進んでいるといえる。

Q 授業がある平均的な１日についてうかがいます。

❼ 教員の勤務実態と意識
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注）「出勤時刻」「退勤時刻」「学校にいる時間」は、図7−1と同様に計算したもの。

7-1　教員の勤務時間

調査年 25歳以下 26～ 30歳 31～ 40歳 41～ 50歳 51～ 60歳

出勤時刻
10年 7:44 7:43 7:44 7:42 7:42

16年 7:34 7:36 7:40 7:39 7:40

退勤時刻
10年 19:30 19:40 19:10 18:57 18:31

16年 20:00 19:54 19:26 19:05 18:46

学校にいる時間
10年 11時間46分 11時間57分 11時間26分 11時間15分 10時間49分

16年 12時間26分 12時間18分 11時間46分 11時間26分 11時間06分

注1）「家で学校の仕事に費やす時間」「家で新聞を読んだり、読書したりする時間」「教材研究や授業準備に費やす時間（学校と家で行う時間の合計）」は、「ほとんどしない」を０
分、「３時間以上」を180分のように置き換えて、無回答・不明を除いて平均を算出した。

注2）＊印は、小学校の98年調査、02年調査、中学校の97年調査、02年調査でたずねていない項目。＊＊印は、小・中学校の02年調査でたずねていない項目。

150

120

60

90

30

0

（分）

98年 02年 07年 10年 16年 10年 16年97年 02年 07年 10年 16年

33.4

63.4

84.1
75.5

93.9 89.4 91.8

67.9
57.7

31.5 30.7 24.7

家で新聞を読んだり、
読書したりする時間＊＊

家で学校の仕事に費やす時間

教材研究や授業準備に費やす時間＊

33.8

50.6

40.2 33.6

43.1

101.7
107.0

43.4
69.8

61.7

89.6 87.2 92.8 

54.9
46.3

32.3 31.9
23.1

家で新聞を読んだり、
読書したりする時間＊＊

家で学校の仕事に費やす時間

家で新聞を読んだり、
読書したりする時間

教材研究や授業準備に費やす時間＊

家で学校の仕事に費やす時間

教材研究や授業準備に費やす時間

0

30

60

90

120

150

0

30

60

90

120

150

20

40

60

80

100

120

小学校 中学校 高校（公立）

■ ■ ■
ほとんど毎週

■ ■ ■
１か月に１日程度

■ ■ ■
年に5～6 日程度

■ ■ ■
ほとんどない

23.1

■ ■ ■
2週間に1日程度

19.5 12.6

（％）

16.7 23.2

74.5

小学校

中学校

高校（公立） 21.6 12.1

3.62.96.9

5.7

1.9
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無回答・不明
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「家で学校の仕事に費やす時間」は小・中学校教員とも減少傾向。

Q 授業がある平均的な１日についてうかがいます。

土日の出勤状況が「ほとんど毎週」が中学校で74.5%、高校で52.4％。

Q あなたは、どれくらいの頻度で土曜日または日曜日に出勤していますか。
学校行事や部活動も含めてお答えください。

図7−2 　平日の生活時間（平均時間、経年比較） 小学校  中学校  高　校  教員

図7−3 　土日の出勤状況 小学校  中学校  高　校  教員

表7−1 　出勤時刻・退勤時刻・学校にいる時間（平均時間、経年比較（教員年齢別〔公立全体〕））高　校  教員
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7-2　教員の悩み
10年と悩みの上位項目は変わらず、小・中学校では「教材準備の時間が十分に
とれない」が目立つ。
　小・中学校教員はともに、「教材準備の時間が十分にとれない」「作成しなければならない事務書類が多い」など日々の忙
しさに関する悩みが上位にあがっており、この傾向は10年から変わっていない。一方、高校教員は、「教育行政が学校現
場の状況を把握していない」がもっとも高く、次いで、「生徒の学習意欲が低い」「義務教育段階の学習内容が定着していな
い生徒が多い」が続く。

Q あなたは、次のような悩みをどれくらい感じていますか。

図7−4 　�教員の悩み（経年比較）小学校  中学校  高　校  教員
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7-3　児童・生徒の様子・変化
小・中・高校とも受け身的な児童・生徒が増えたと感じている教員が多い。
　教員に最近の児童・生徒に対する印象をたずねた結果では、「受け身的な児童・生徒」が「増えた」と感じている教員が
小・中学校で5割前後、高校で6割にのぼる。また「粘り強い思考力のある児童・生徒」は小・中・高校とも5割程度が「減っ
た」と感じている。次に、校長に学校の児童・生徒の状況についてたずねたところ、高校については「経済的に困難を抱
えている生徒」の割合が「３～ 4割以上」が10年の15.4%から16年は19.0％と若干増加している。また、「義務教育段階
の学習内容が十分定着していない生徒」も、「３～ 4割以上」が10年の25.0%から16年は28.4%と若干増えている。

Q 数年前と比べて、最近の児童・生徒はどう変わってきていると思いますか。

Q 貴校には、次のような児童・生徒がどれくらいいますか。
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図7−5 　�児童・生徒の変化 小学校  中学校  高　校  教員

図7−6 　�児童・生徒の状況 小学校  中学校  高　校  校長  

注１）「3〜4割以上」は、「3〜4割くらい」と「5割以上」の合計値。
注２）中学校の「小学校までの学習内容が十分定着していない生徒」は10年はたずねていない。
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公
立

道徳の教科化

小学校英語の教科化
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主権者教育の導入

大学入試における英語の４技能測定
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31.3 23.9 27.311.7 1.1

48.3 34.7 8.4 4.1 0.8
3.7

39.37.6

4.6

18.6 10.2 23.3 1.0

18.1 48.3 12.7 4.5 15.0 1.4

36.26.7 28.5 17.3 10.2 1.0

34.56.3 29.8 17.7 10.7 1.0

38.28.2 20.5 9.9 22.2 1.0

11.6 32.8 31.8 18.7 0.9

10.2 41.0 15.6 7.1 24.8 1.4

6.9 34.3 7.718.2 31.7 1.2

4.3

｢高等学校基礎学力テスト（仮称）｣
の導入

私
立

道徳の教科化

小学校英語の教科化

プログラミング教育の導入

部活動指導員（仮称）の任用

主権者教育の導入

大学入試における英語の４技能測定

国立大学の推薦入試枠の拡大

専門職業大学の創設

高校の新科目「理数探究」の導入

（％）
アクティブ・ラーニング

（主体的･協働的な学び）の推進

「全国学力・学習状況調査」での
中学生の英語の４技能測定

｢大学入学希望者学力評価テスト
（仮称）｣の導入

23.7 58.7 12.1
2.7

0.6
2.2

33.111.0 28.0 20.8 6.2 0.8

14.7 38.7 24.9 18.4 0.8
2.5

35.9 23.9 23.77.8 1.2

42.5 39.2 8.5 3.9 5.1 0.8

49.114.9

7.4

16.7 13.15.1 1.0

17.8 42.4 12.3 2.8 22.8 1.9

41.98.9 27.3 12.9 7.7 1.2

38.58.3 30.4 13.4 8.4 1.1

49.915.7 5.416.5 11.8 0.8

16.1 38.1 27.1 14.3 3.6 0.8

10.7 43.0 15.1 7.2 23.1 1.1

9.3 39.8 5.717.1 27.1 0.9

｢高等学校基礎学力テスト（仮称）｣
の導入

（％）■賛成 ■どちらかといえば賛成

■無回答・不明■内容がわからない
■どちらかといえば反対

■反対

0 20 40 60 80 100

①＞＜≪≫

40.038.4 18.4 0.0

45.735.0 16.5 0.0

42.837.5 17.5 0.5

37.942.8 17.1 0.7 

38.943.5 13.4 1.2 

34.841.9 18.7 0.5 

40.1 33.1 20.4 0.4

39.237.3 20.0 0.4

36.044.5 15.5 0.9 

31.2 55.9 9.0 0.5 

4.03.2

2.9

1.8

1.5

3.0

5.9

3.1

3.4

3.1

無回答
・不明

無回答
・不明

あまり
満足していない

まったく
満足していない

まあ
満足している

とても満足
している

あまり
満足していない

まったく
満足していない

まあ
満足している

とても満足
している

（％） （％）

25歳以下（125）

26～30歳（243）

31～40歳（395）

41～50歳（680）

51～60歳（494）

女性 男性

25歳以下（198）

26～30歳（538）

31～40歳（1,019）

41～50歳（1,129）

51～60歳（1,441）

図7−8 　��教員生活と私生活のバランスの満足度（性別×教員年齢別〔公立全体〕）高　校  教員

7-4　教員の満足度
「教員生活と私生活のバランス」は、10年と比べ小・中・高校教員のいずれも減少。
　小・中学校教員ともに、「学習指導について」の満足度は10年と比べ、7ポイント程度高まった。一方、小・中・高校教
員いずれも、「教員生活と私生活のバランスについて」は、10年比で7～ 12ポイント程度低くなった。さらに、高校教員
について性別、年齢層別にみると、ベテラン層において男性教員に比べ女性教員の満足度が低い傾向がみられる。

Q あなたは、教員として、次のようなことにどれくらい満足していますか。

図7−7 　教員としての満足度（経年比較）小学校  中学校  高　校  教員

注１）   は10年調査比で5ポイント以上の増減のあることを示す。
注２）�〔　〕内の値は「とても満足している」＋「まあ満足している」の％。

0 20 8040 60
（％）
100 0 20 8040 60

（％）
100 0 20 8040 60

（％）
100

小学校 中学校 高校（公立）

学習指導について

教員生活と私生活との
バランスについて

仕事のやりがいについて

教員生活全体を
総合的にみて

1.3 51.2 〔52.5〕
〔51.1〕

〔58.2〕

〔46.3〕
〔52.9〕

〔42.5〕

〔85.2〕

1.7 49.4 
3.2 55.0

1.9 44.4
3.3 49.6
2.9 39.6

22.0 63.2

07年
10年
16年

07年
10年
16年

07年
10年
16年

07年
10年
16年

5.1 68.9
8.0 71.4
9.9 67.8

 2.0 51.9 〔53.9〕
〔55.1〕

〔61.7〕

〔41.1〕
〔46.6〕

〔33.9〕

〔83.5〕

〔72.4〕
〔78.5〕
〔76.7〕

1.6 53.5
4.4 57.3

1.6 39.5
2.3 44.3
2.4 31.5

23.0 60.5

66.5
6.7
5.9

71.8
9.9 66.8

4.2 56.7
4.8 56.4

3.4 50.9
3.1 43.8

18.5 62.3

8.8 70.9
10.4 67.4

〔74.0〕
〔79.4〕
〔77.7〕

〔60.9〕
〔61.2〕

〔54.3〕
〔46.9〕

〔80.8〕

〔79.7〕
〔77.8〕

まあ満足している
とても満足している　

まあ満足している
とても満足している　

まあ満足している
とても満足している　

7.1pt⬆

10.4pt⬇ 7.4pt⬇

6.6pt⬆

12.7pt⬇

「教員生活と私生活とのバランスについて」


